
第10回
愛知大学語学教育研究室公開講演会

が
伝えるもの

日時

会場
WEB

2024年10月19日(土) 14：00～16：00

愛知大学豊橋キャンパス 2号館(241教室)
※事前申し込み不要 直接会場へお越しください

Zoomにて配信
※事前申し込み必要

聴講
無料

<アクセス>
ＪＲ・名鉄［豊橋駅］より
豊橋鉄道渥美線(新豊橋駅)に乗換
［愛知大学前駅］隣接

【お問合せ】豊橋語学教育研究室
E-Mail：tgoken@ml.aichi-u.ac.jp

TEL：0532-47-4170

【主 催】愛知大学語学教育研究室(名古屋・豊橋)
【共 催】愛知大学言語学談話会

〒441-8522 愛知県豊橋市町畑町1-1

講師：秋田喜美氏
名古屋大学准教授

ＷＥＢ視聴ご希望の場合は
左のＱＲコード
または下記URLより
お申込みください(10/6まで）

オノマトペ（擬音語・擬態語）は豊かな感覚イメージを数
音に閉じ込める不思議な言葉です。ヒューーー、ドン、チ
カチカチカ。日本語話者であれば、これだけで夏の夜の情
景を鮮明に思い起こすことができます。
本講演では、オノマトペが伝えるものを二つ紹介します。
一つはその詳細な意味情報。私たちはなぜ「キリキリ」と
「シクシク」を区別できるのでしょう。もう一つは言語の
起源。大それたテーマですが、人間言語の始まりにオノマ
トペが関与した可能性を空想してみたいと思います。
主な経歴：2009年 神戸大学大学院 文化学研究科 修了 博士(学術)

日本学術振興会特別研究員PD(東京大学)
カリフォルニア大学バークレー校客員研究員 など

主な著書：Ideophones, Mimetics and Expressives(共編著 John Benjamins 2019)
オノマトペの認知科学(新曜社 2022)
言語の本質：ことばはどう生まれ、進化したか(共著 中央公論新社 2023) など

https://forms.office.com/r/3X9vBKDXsk
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